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授業概要  

日本語学（各論）では、慣れ親しんだ現代日本語を中心に、古語や方言なども題材としつつ、それらを科学

的・客観的な視点から分析する普遍的な言語学の知識・思考方法を学ぶことを目的とする。文学を学び論ずる

うえでも、言語学の構造主義的なものの考え方は重要である。社会言語学、比較言語学（文献および方言）、対

照言語学について講義する。 

 

授業計画  

 
第 1 回 ガイダンス（社会言語学とは何か、日本語東京方言の鼻濁音など） 

第 2 回 比較言語学（比較言語学とは何か、インド・ヨーロッパ語族など） 

第 3 回 対照言語学（対照言語学・類型論とは何か、アイヌ語や世界の言語について） 

第 4 回 日本語中央方言の文献のセグメント史について①（比較言語学） 

第 5 回 日本語中央方言の文献のセグメント史について②（比較言語学） 

第 6 回 日本語中央方言の文献のセグメント史について③（比較言語学） 

第 7 回 日本語中央方言の文献のセグメント史について④（比較言語学） 

第 8 回 東京都伊豆諸島八丈島・小島・青ヶ島方言について（比較言語学） 

第 9 回 鹿児島県奄美沖永良部島国頭方言について（比較言語学） 

第 10回 日本列島などのふるえ音・吸着音・膨れっ面について（社会言語学） 

第 11回 標準語のアクセント・イントネーションについて（比較言語学） 

第 12回 中央祖語・琉球祖語のアクセント祖体系について（比較言語学） 

第 13回 高知県内の京阪式と東京式アクセントの比較方法①（比較言語学） 

第 14回 高知県内の京阪式と東京式アクセントの比較方法②（比較言語学） 

第 15回 まとめ 

第 16回 期末試験（筆記試験） 
 

到達目標  

主に日本語を題材にして言語の社会性、言語の歴史性、言語の多様性を学ぶことで、言語と社会・歴史との

係りや、文化の多様性のあり方について、科学的・客観的・国際的に理解できるようになる。 

 

履修上の注意  

同じ日本語であっても、古語や方言の音声を理解するには慣れが必要なので、すでに日本語学（概論）を受

講していることが望ましい。また、出席しないと発音を聞く機会がなく、発音が分からない。日本語学（概論）

を受講していない者が受講する場合は、必要なら日本語学（概論）の授業資料を渡すので申し出ること。 

予習・復習  

随時、レポート課題などを出す。その課題に予習・復習の効果がある。 

 

評価方法  

レポート課題３０％、受講態度３０％、期末試験４０％で総合的に評価する。何らかの事情により試験中止

の場合はレポート課題５０％、受講態度５０％で評価する。欠席は授業回数の 3分の２未満と決まっている。

遅刻は３回につき欠席１回で数える。 

テキスト  

 教科書は使用しない。その都度、授業資料を配付するので、資料をなくさないように管理し、毎回持って来

る資料は忘れずに持って来ること。 

  


